
BJj 虫 科

B坤 的 3°7(10三3tr:.b); J･coolent,28,tl'4G

(1日35C);Qllart･J･Phal̀maCOl,ll,1tは (110･.jR)

;sotlP,15,10;3(10･'-i9)

Rasunla

InordertoestimatethesynerglSticactionoFsa-

fl･Oldel･ivntivcsWithpyl･ethrins'theauthorstudied

hsecticidaleffectsofpiperonylidenncetophenon,

pIPel･OnylidcnacetonlCinnamidenacetophenon,pl･

pel･OnylpIPerOnylatcand pipert"ylbenzo.～teV･

Thcsaturatedsubstancesofabove5samplesin

的%ethanOl(200)areaddedtostandardpyrethrins

ethanolsolution(totalpyrethrins,oof,O･001{),00030,

0.0()GOand().O12O)on theratiooE1:1;1:ヨand

2:1..

IccofeachsolutionsissprEIyedinaglasscy-

linder(22cm dja,rneterx45cm･high),containing

insects.(StcphanitisnashiEaskietTakeyaand

単 筋 ユ.r3批

PhncdonblEISSicaT3ALY)IELftel･1mirlutCtheiltSeCtLq

ill･etaken Outfrom cylinder. Themorhlities

(Abbott'sf｡1lmula)showzlintable2and;与I Based

onthethcoretic'llprlZIClpalofthelinertransfol･-

mationofdosage-mortalitv curvedcvc'Opedby

miss,theequation f()reachl･egl･eSSi()nlinewas

calculatcd(table4)･ThevaluesoflT聖indic王ItCthe

ngreementshetwecnobservationsandeomputedl

curves･ Toshow thecompaltativeeLfectivcness

cxactly,them 占dium leth王11dosesarccalcurated.

(fable5)･

From thesercsuI亡sitmaybeconcludedthat

pIPCrOnylidenilCetoi,he主10nandpipel･OrlylideT1,1c c -

tonarenssynergis亡fol･pyrethrins,1･.Sit-2･Otimes

asefぎcctiveaspyl･Cthri11Sollly･nodpiperPnylbe･

n216ate ilnd cinnamiden acetophcnorlal紬 have

somesynergiSticaction.

TheControlofRip,eWeevi l.(CaZ̀川draory方舟eL･)by BenzeneEexachlol･ideI.

MinoruNAKAErMAandTatuoOKU- (LaboratoryofAg.riculturalChemicals,KyotoUniversity)

ReceivedAu雷.lG,1950.BolyurKagohlL15,17r),lfj50(withEnglishresume17円)

98･ BEG に依る敷象防除 に関す る研究 Ⅰ.

25･S.16 変哩o I
弓

我問に於で群衆帯出の中敷も碑･iE3-の大きいものは額

象新であるO米穀史でも毎年 1.00万石以上は蝕害され ･

ると推許されて厨るC更に変数,豆類等の受ける被紫を

考えれば釈 尊に依 り毎年田轄戟物が競る被害は誠に

甚大セあるOこれ濠で米菓案出の防除法に就て橿 k研

究されて居るが現在行われi:ET巧･る方法は専らクロール

ピクリンに依る瓦斯煩轟であるo然し比の方法の大き

い欠点は.この瓦斯が人覇に対しても有毒であり,その

瀬扱いが非脚 こ不位である上に先金に舞問の出来る倉

庫等でなけ緑 3潤 蒸し掛 ＼ため,農村や嗣 子の各家庭

で手軽に行 う舶 ま出来ないO従って虫家では教典に対

して適切簡軍な防除法はなく,師 こよっては防虫寄港

.等を用いて居るが之とても手数や盈和がかゝり完全で

はなく,呼に 1.-2割程度の被韓を受けでも仕方がな

いと諦めて居る現状セあるO元締 数寄虫の跳除は,

食膳 歩で己に発pJ-1三した饗象を憾蒸して更にその被害の

拡大するのを防ぐのも良いが煙幕迄に己に可成の蝕害

を受けて取る軍が多いから農家で未熱に之を行 うのが

像も蛮ましい｡従らて極めて葡掛こ且つ依麻で楳令え

ー機の域はづ一･Q耕 土対してでも漆易に行い得も防除

法が野望されるのであるO

私琴まBHCγ称が非脚 こ稀薄な嘩噂でも容易に

中島稔,大久保達雄 (京都大学段塾化学研究室)

毅象を殺しその際常数は彼趣を拡げて死ぬと云 う特鼠

な強力な殺威力を有する餌を瓢軌 更 に BHC),柿

は安定であるが揮発U易く慣蒸剤としての性群も敢ね

具えて屠る瓜 こ筋目L Bf-rC七伐る楽観防除試験を

昨年から農家に放て行った所極め1こ溝足す可き紳巣をI
収めたOを･こで範に研兜や可き瓜は多々あるけれども

脚 紘 ず現在迄に由た細葉を報貯して本年度の銅 機

に対して全閉に亙 り川氷る丈多数の許胎をして戴ぎ姥

いと念隅してこの不備な実験結果を敢て邦表して拙者

の批判を仰ぐ攻節である｡

▲ 采 1 防

B即 の棒由 : BHCは合成戯華として我閥では

現羅削 有望なもめ噛 り,･昨棚 ウtf那抑 こ素暗

しい効果を表わしたが合成の際の不純物から乗る臭気

はその段も大きい欠点を即 して屠る0時にJ閥 輩虫の

脚蜘こ位相する場合はこの点が液も間鞄 となるが私連

は BHCのコ三業動格を滑剤でF.捜望し γ体の禽蛍が5日

⊥60,0/撒 据わ BHCを造ったO勿論 Liuda'3eくフ㌧休

合蕊 fJ臼プbJ臥Il.)の如き i･体合致の高 い製 品樺掛 ､

がそれ程 γ体を純粋にしなくても,この .1ヨ的 には充

分であり慣梅等の戊から云 つでも凝気さへ戯 ければ

㈹'ob爾後で充分である占 こq渦 動こ粕興した BHC

lTi-?
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は鼻紙は微かであ明知こ親風IJJ-h'爺のた糾こほ甘 ご述べ

る様に 1.俵に就きBIJC(;,/休含故 訓 %■としで)は

0,厘 で十か C-あるので基矧郎那坦とならない｡ 実際

今 岡の試験に位目した 駄IC処理Ex:の玄米を粘rIl裸

炊いて十数人の人連に訳食してもらったが典矧ま全然

感じられず無勉Eiit区と全く相野C.あったo

溶 剤 : BHCの使m･-jrj感として粉)恥乳剤7勤ま

水和剤等も考えられるが溌穀のJl'.用如こは乾燥して肘も

ことが望ましいので水を榔廿-3-る粥を脚 ナ今回の試験

には少し滞矧 ごつくが揮発性の-jlL機串剤を用いたO

恐らくBHC qjl相帯が見好な恥 操作が脚.T7.で輪配

である点呼から考えでこの方淡が梯憩的と考えられる

が僧格を下げるた桝こ粉剤を位肝 ㌻る躯も一一J方法であ

るが之に就では更に研兜しその効果を聴めた上で報肘
する｡ .

柁;肇鱒出!fJuJ除のHt'T勺には他用する酔剤が引火性のな

い窮が政も罷要であF),叉憤格の陪席なる恥 毒性の少

ない軌 跡 こ木試蛤の如く供に噴覇するた桝こは容易

に蹄散する事等が必好であるO私矧 £之等の卜川勺に沿

う池等な棒剤を接 した璃粧 trichlol･｡ethylencが適当

である事を砥めたotrichlol･OCthyleLleはi勅.tf.糾.,～肘,
比罷 1丸 蒸気望55(ョoo),不軌でもで~毒性鋤く,金

属は全然犯さない ｡又酸及びアルカリに対して安JE3で

ありBHCに対す名目榊紺紬 鬼灯であ"るO この榛に

繍 の々紬如 ミあるが更に償絡む1庸 叉噴覇し易い標に

比誼を小にして群抱を晒す削 りで benzencや石油と

混 じ,その引火点を高め不漁比として依附する事も一

方淡やある｡

処 理 法 三 瀬掛 こ対する基剤処理の方法としては

雑穀に破壊童剤を況ずる方淡も封滑 朗 Lで捕るが之は

甚だ手数を要するO肇像軌 ま新米嚢に対,しては蟻の外

部から侵入して党づ班と米敬が鉾して屠る境に棲息し

雅史の内鞭部に屠らないので私達は伐の内閃けこ燕剤を

噴萄する方状が簡堺で球亀も少蚤ですみ,澱も合理的

な方淡 と考えた｡

党づ精製 BHC(汀俸含蛍50-GO形)をtlrichlor o-

et.hyleTleに溶晒して フ′付合盈 (対容放)が1年と6%
の±相対の殺虫液を調製したO(但し此の際 5%搭液

の場合は 7.棒含丑80-fJO%位の BrlCを機印せね

と α体の棺晶が少し析出する)O

及び伐棟の約珊 こり煉 る丈均でも.こ噴萄し約 1分間程姪

放思して trich王oroethylene が全く揮散しその襟が洞

炎した複に普通に米を充して匂賎し貯渡したo

鮮織醗酵 :｣今回の観取朋 瞳 の様に大阪府三鯛 ;

で行ったがこの附妃の農家には薯貌防除のため防虫袋

を偵わ叶忙使用して僻るWTもあるので研晩区として新

開紙で曙を作 G)之を防虫袋の代用としたo勿謝fJJ-虫袋

阜7噂

は和祇叉はハトロン紙の様な丈夫な紙で作るのが東当

であるが之は市債 ぐ現在1枚 胡～5叩 ])でもあり叉

前述した様に之でも完全に我執を防除する執 瑚拭 な

いので溝耶摘モで柑日出来るか御 塘 試験したのであるO

従って試験区としてほ次の六区となった｡

(A) 無 処 讃P.払

(a) 研用紙無地判圭区

(C) 偵 堪 珊 区 (1%)

(D) 犠 処 理 区 (5%)

(E) 新聞紙処理 区 (1%)

- (F) 新開緋処理 区 (LI)形)

11iL新聞紙処理とは上記の様に横の内部に新聞紙で

作った袋を入れその内岡に燕剤処理したものである｡

試験場酢 ま次の四農家の授仇によりそれぞれの自宅

に於で行った｡

大阪府三島郡山EtI村 山 野 安 撒 拭

O. // 三宅村 古 木 正 一-氏

ク ク ク L 川端藤太郎 氏

:/ Q ク E3･r/I:庄治郎 氏

この附妃の農家は殆んど全て家屋内の押入の中に兼

伐を鞠 蹴するが試翰俵はJI.記の区別に従って荷札に

(A),(B),(C)-- と記号を附し共の積み方は全く各

農家の翫 臼としたO従って今岡の試験結果には雅俵の

挟んだ欄 の相典から氷る影宅鍬ま全 (無税出来る.

粥扱米は昭和.L24年度蓬の梗玄碑を用い晶隈は童と

して京都旭であったO

頚親機轟は2肝づつ2回に分けて行った｡即ち串本,

川聯開成宅は昭和別解12月ユ0馴こ,叉山野,臼江

弼氏宅は昭和25年1月8日に行った｡又貯賦後の開

放は前者は昭和25年7月20日枝執ま8月3日に行い

把もに毅象の撃 た状況銀に米菓の蝕熱状況を調べたo

試曝成痕 : 開俵の結果は無処世区 (A)及び新聞

紙無処理区 (B)は程度の差はあ◆るが何れも甚しく戟●

故が発独し多幾の句境細嘲 質されて屠たO然るに肇剤

処理区 (C),(D),(E),(F)ほ何れも薯象 の発生は的
んど秘められず (E)及び (F)の新聞紙区は雅を入れ

る時に破れた個抑このみ 10供内外の嚢虫が認められ

た史であE)的んど開祖とならない｡特に(C)及び(D)

区の偵硬接処理区の成横は索晴しく川弓の磐教も嘆息

せず唯死体がある史であった｡叉イツテyコクガ等の

幼由が数四捷胤Lで摂るものもあったが,之も問題と

ならないOこの糖粟は瑚F.TlTTrの試除が何れも全 く同様

な成槙を収めたDそこで米穀破磐状況を調べるため先

づ鐙の上に1伐の雑穀を全部拡げ出来るだけ均1 =な

る様かき痕しその5個所から1升づつ計5升耽 り,之

を同様によく膿押混合後熱 こ5個所から1命づつ計 5

菅耽り,更に之をよく撹押混合后1合取って試料とし

た.;'cLで比の試料 100g沖の被脊雅と榊等米の欝を
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数えて栗象に依る披鰍沢況を調べた勉第 1衣の様にな

ったo櫓上述の如 く･熟剤処理区 (C),(D),(Iq,(F)

は何れの盗象 亡も渡御 的 全 く無いので無処理区 (A)

及び (a)の被沓状況がこの如 ､ら良く解るo

餌1衣 BHCに依る殺虫防除試験成観

以上の成績から駆る様に無些埋区 (A),(13)共に10

～40%位 , 2陶 2〔).%前厄の米毅が被害を受けて庶:･る

が基剤処理区は場所の如何に拘らず全部が全 く蝕賓さ

れで潜らないO此の絡某札 柴象の箱生は貯臓場所や

米穀の乾燥典鎗執 こ依 り可成の相異があるが BI-ICの

栗東に対す島牧虫カは素晴しく,如何なる場所でも十

分にその効果を弗揮する事を示して放る｡紛鼠が師 こ

倣って俵を破って屠たが,時に興味扱 く感じた革は俵

の養田は明かに鼠が食って居 るが越かの興の層を残し

･亡止めて居る個所が数個祈訊められた｡此の事抹或は

BHCの瓦細が鼠に対しで忌避的効果を有して悟るの

かとも,敵われる｡

乎肺試鹸 : 私達は上紀の本試験を行う前に攻の様

な簡騨な装置で穀象に対す,る BIIC 1,'灘の放出効果

な椛郎削こr休の残存軌条をも試嘘 したので附記し

て参考に供したい｡

低径 5.5cm の城跡 こBHC),棒 10壷 を 1ccの

ェ∴テルに醇解した液をスポイトで徐 に々吸い込ませ

嵐皿で乾燥した外見は処現前 と全く変 りない殺虫駅を

作ったOこの殺虫紙を広口の試薬悔 (7x14cm)の底

に入れ約枚する｡ガラス管 (2Xucm)の揃端を･金網

や掛 ､此の中に淡紫と数象1b班を入れ之を上記の試

射拓の中に立脚 ナるか或は宙吊りとL室温で膳所に放

資するO対掛 こほ殺虫紙の代に耀釈のみを入れたもの

を恥 ､たOこの様にして 24時勧後の死虫数を調べる

と鮮2衣の様になった｡

第2衣 BHC1,J柚 こ依る憩象殺虫試扱成糖

･.･鰐 11-)班

表中｢立掛け｣はガラス管を試聴朕の内壁に立掛け

たもの,｢Tb'吊L)｣は投出紙との振崩な離すため, ガ

ラス管を宙的[)にしたものである｡比の望種鄭主の試娘

から BHC1/体は穀象に対して明かに感謝的に作用
し張力な殺虫力を有する串が斬ったoこの開放は昨年
(24年 (川 15L:･L)に行ったものであるが糾険路 j'応

紬 塗のままユ年余 り室内に放軍し木勺:･(25年7月21

良)再び和讃な試験を待ったのが筋 .'i寂である｡

妨3表 BHC).休の残存効果試験成拭

試飴怯 E対頂区試醸方法

依然として ,/,体は強力な殺虫力を有し筋痛試験に

重要で奉る )′体の残存効果も十分満足山来るもので

ある報が判明したO

次にか ゝる投出紙を位月汁 る数東の僻除法の舞際の

応用例 として,私達は己に可成の毅免が籍圭ヒした約 1

斗の米咽の米穀の上に米憶よE)柑小さい位の紙片に

BHC().体含塩1%)のエ∴テ,L液約 8ccを暁闇した

ものを優いて蓋をLで窪 くと約 2川 巷間応には己に多

数の穀泉が殺虫駅の上田に称パ11て死んで居るのを諦

めたo叉同様な開放を小変に就いて行い一朝現保存肩

蓋を開けて見たが 11握の票数も発生して屠らなかったO

批の防除牲ほ操作は極めて簡軍で比宥効であるので都

I:L:L･:I.:漂 1.i:.;i-::;.:;Fl.::I.;:tI.I:.≡.?,::.::;i:I工 ∴ 黒

血紙を用いる方法が滋も擬制であると考えられるO

解 的

上菅己の本試験漁に予備試験に依 ()BHC才.体は薯親

に対して強力な殺虫力を有しその残存効果屯十分であ

ら,貯索害虫の防除に秘めて有効適切である事が判

明したO実際に之を農家で行う切創こは上記の開放に

依 り殺虫液の 7J体合致は1-2,00'で十分であり'1機

につき僅かに 20ccを鳴覇する史 で充分に毅敦は防除

出来るO叉之に穿やる費用は僻雛でありその処理法も

磁めて簡単であって叉飽かの栄敬に対しても布釦こ実

施出来る防除法であるので是非典良家に於い七新米戟

その他の毅:i訳を貯撒 ㌢る際その貯蔵容器 (俵)に上記

の薬剤勉現を行って某象に伐る被害を無 qL度いもの

である0

本研究を行うに当って釦 倣 投の硝脂埠と御轍塵を

腐った事を除く感謝するO叉比の研究には大阪府三島

郡山田村の山野繋君句御麗カ ニ負 う所が多大であり,

前記四鹿家の御迎碑と御撰助の下に本舞陵を途行し碑

ユ77
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たO糖ほ東研兜鰻の 一朝 は文部省科瑚Lr兜紬 こ伐った｡

飽 矧 この帽己して謝意を表するO

女 御

武払 拭岸も: 防潮 樽 5,日(1仙 )
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asusunlly･

011theLetllaユEffectof,thePow(lJerof′′Yamagaf.arBelltOlii紬′′totheAd皿lbofthe

AmkiBealljWeeviltGallosobru(,ll'LSC/血elZSITsL.),withSpecialReferencetotheRela-
ti｡llbetw的n仙eLethalWfectandthePa1･tioleSize.StudiesontheLe･thalEffect

ofSoICaned.′′Inel･t′′Pulveri2;CdJluststolnsects･ⅠⅠⅠ. SumioNAC三A-ⅣJlandChizuko

u Rt71m (TalreiLnl川l･atOl･y,hlStituteforChemicalResearch,KyotoUniversity,Tal【atsuki,

ohsal'a).ReceivedAugJ.].IJ,l拍otB,,tyl,Jでagah v15,E17乱liJT)O･(with Englishr由umC-,180)

99∴ 山形ベンl･ナイ トのアズキゾウふきシにたいする致死作用,とくに粒度との関係に

っいてO いわゆる不活性物質微粉の昆虫にたレけ る致死作風 T-かんする研究｡

鮮3報O 長沢摘丸 棒基千鶴子 (京都大学イヒ学軒先Blf武居研究室)弧 811'j･受軌

･T･緒 .雷

さきに筆者のひと(;長沢は,淡化笠も素冊 立のアズキ

ゾウ ムS,Callosob,1,CF"LSChime,3-isi.に･たいする致

死作朋についで,とくに粒姥との関係を=摘 ま的に報館

したO今回山形ペソけ イトにおいで,ほぼ剛 環の傾

向がみとめられためでJ論述の-暦 料とし'rCこれ馴 各

鎚することとする｡･本文にはいるにさきだち,戟寵な

る酔降を分鍛せられた閣勘附巴工業練武･会配にたいL'

授甚の謝意を寂する次節である｡

山形･iンftナイ71: 未発故にもちいたベン 1･ナイ

トは,髄 鞘 潤 村山郡左沢町地内において採取 癌木

職那須郡西郷粥野町斬在の問峯鉱化工業株式金融声域

において粉砕緒製せられ 風舗法によって妨1紬 こし

めすような3政略に大別されたものである｡こオLらの

TELbletAThedegreeof伽enssandth8

aver喝8diameterofthesarr)pl草pOWders
(m/m).

(Ku｡imineKd相加 gyoCo.Ltd.)

DegreeoffincnessI Avet喝ediamctcr
Ⅴ (Coarse)

VA (Floe)

VAA (ExtrELfillC)

17ti

′0.074虫 0.038

臥061 土 0.01.5

0.048j=0.008

El然状態における水分倉皇は 5･0%内外であったが,

実験には第 2報 (1950)に?べたところと同様L■1100

の龍蟻掛 こ5糊 糾 ､れてその合有水分を放逸したのち,

城代カルシウムのデシケ-'1-に保存しておいたもの

をもちいた.PIIの洞窟値は 7f)～8･5で,覇塩基性で

あるDその他 2,3の性質をしるせば,色相 V淡苛色

74姥,VA78賂 VAA80段≡,見料此罵 V0.53,◆vA

O･dS,VAAOA5,膨潤 y 5-1･5倍iVA 6-1.5倣,

V良A6-1･5倍で,蛸 窺 V35-i;I)cc,VA40-15cc,

VAA40-20ccであるQfi:お,平均したイヒ揮分析粘塊

は大体購2おのごとくであるO (以上粍すべて囲峯鋸

イヒエ範株式金紋の資柳 こよる｡)

を T如 C2･Theresultofchemica一analysis
of'′YamagataBcntonite′′L(Kunimine

'1{BkaK6gyoColLtdl)

Substance 1 %


